
今号の主な記事など
・・年末・年始の市役所や施設などの業務…２面
●市の人事行政の運営などの状況…４・５面
●第18回秋川渓谷観光デジタルフォトコンテスト
　【秋・冬の部】開催中…８面

世帯と人口 ─ 令和６年12月１日現在 ─
　世帯　37,560世帯（前月比　22世帯減）　　人口　79,303人（前月比　68人減）　　男　39,530人　　女　39,773人

広報あきる野は、毎月１日と 15日に新聞折込と個別配布でお届けしています。市内に住所があり、折込対象の新聞を購読していない方は、市に個別
配布をお申込みいただければ、無料でお届けします。また、市のホームページでもご覧になれます。詳しくは、市長公室にお問い合わせください。

再生紙を使用
しています

あなたの大切な人、
　　地域を守るために

　消防団は、「自分たちのまちは自分たちで守る」という意識の下、地域住民の安心・安全のために日々活動しています。
災害に強いまちづくりのためには、このまちに暮らすあなたの力が必要です。

〇消防署と消防団との違い
消防署は、常勤での勤務です

が、消防団は、仕事を持ちなが
ら、地域のために活動している
方で組織されています。
〇入団できる方
　市内在住・在勤の満18歳以
上から満40歳までの健康な方
です。
〇手当と報酬など
消防団には、災害活動や訓練

に出動した場合の出動報酬や団員報酬があります。また、５年以上消防団
員として勤務していた方には、退職金が支給されます。
〇身分とけがをしたとき
消防団員は、地方公務員（非常勤特別職）です。万一、活動中にけがをし

たときには、公務災害補償を受けることができます。

市の消防団は、団本部及び第１分団から第７分団までの７個分団２３部
で編成しており、各分団の活動区域は、字ごとに決まっています。１２月１
日現在の団員数は、319人です。１人でも多くの方の入団をお待ちしてい
ます。

〇問合せ　地域防災課防災係
　　　　　（直通533-2007）

消防団とは 消防団の主な活動

消防団の体制

〇災害時の活動
　火災発生時の消火活動や台風などの自然災害時の警戒など
〇平常時の活動　
●防火啓発活動
●消火・防災訓練
●応急手当の指導など（２年に１度、上級救命講習を受講しています）
●消防団員の知識の習得と技術の向上のための各種訓練（２年に１度、
消防技術を審査する消防操法大会を実施しています）

消防団員募集

産業祭

消防訓練

市ホームページ

総合防災訓練消防操法大会
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